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ランダ船で長崎を出帆したが、７月27日に David Jones が病死したため
50、帰国の途につけたのは６名であった。
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　彼らのエトロフから長崎における体験は、シンガポールで発行された英
字新聞にも掲載された。河元由美子氏の翻訳によれば、長崎護送について
は「船中、暗い不潔な穴倉に閉じ込められ外へ出してもらえなかった。３、
４ヶ月船旅が続き、Emperor の息子が住んでいるマツマイというところ
に着いた。その若君の前で、オランダ語を話す通訳が尋問を繰り返した。
Murphy はオランダ語が少しできたので、話が通じた」51 とある。河元氏
が指摘するように、漂着民が「マツマイ」に寄港した事実はなく、また記
事には日本人の残虐性についての誇張が目立つ。しかし、事実誤認や誇張
などの問題があったにしても、記事自体がアメリカ国内で日本批判を引き
起こした点は確かであった52。
　さて、ローレンス号乗組員ではないが、長崎護送の経験をみずから記録
したのが、嘉永元年（1848）にリイシリに漂着したラナルド・マクドナル
ドであった。マクドナルドの「日本回想記」53 により、実際の状況につい
て見てみよう。
　マクドナルドの場合、江良町村（現・松前町江良）に滞在後、長崎へ護
送されたのだが、その航海について以下のように記している54。
　われわれは、船の開の口の渡り板を渡って船上にあがった。下甲板
で私の眼にとまったのは、一束の火なわ銃だった。それはわれわれの
マスケット銃と同じくらいの長さがあったが、もっと軽かった。
　この船は最近修繕されたようだった。われわれ―役人と私自身と―
は皆船室にはいって、床にしきつめられた蓙の上に坐った。私にはそ
の姿勢は具合が悪かった。それは膝をつき、足を折り、かかとの上に
腰を下ろす格好〔正座〕だ。（中略）
　岸からきた連中が船を離れたとき、私は格子のついた小さな船室に
入れられた。事実上檻に入れられたのである。私はその後の航海中こ
のなかに入れられたままで、戸口には武器が山と積まれ、二回か三回
の機会を除いて、外界を見ることがまったくできなかった。
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　私はそのような厳重な監禁に抗議した。翌日護送指揮官〔物頭氏家
丹右衛門〕は格子の撤去を命じたが、甲板には出ないようにと注意さ
れた。（中略）
　われわれは航海中二、三回停泊した〔長州福浦と肥前呼子浦に停泊〕。
船上にいる間、外の世界を見ることができたのは、このときだけで、
それも入口の舷窓〔開の口〕を通してであった。開の口は当然開けて
おかねばならないものだが、入港中はカーテンがしてあり、洋上では
板で閉じられた。私は、帆船、野原、耕された丘の斜面、そしてもち
ろん港のあたりの集落をのぞき見に見た。
　前章でみた「廉書」で、鉄砲を含めた武器の積み込みが取り決められて
いたが、それが漂着民の眼前に示されていたことが分かる。また同じく「廉
書」で格子付きの船室に収容することが取り決められていたが、それも実
際に運用されていた。格子についてはマクドナルドの異議をうけ、撤去す
る柔軟さも見られる。しかしながら、「日本地を見せない」という幕府の「思
召」のもと、過酷な航海を強いられていたことは確かだったようである。
　一方、ローレンス号乗組民は箱館沖停泊後に長崎へ護送されたが、マク
ドナルドは江良町村上陸後に長崎護送となった。よって、徳川斉昭などが
主張した上陸を一切拒否する考えは貫かれなかったことが分かる。ただ、
いずれの漂着事件も蝦夷地では小屋への隔離を徹底させている。幕府の「御
趣意」であった「日本地を見せない」は、むしろ「蝦夷地を見せない」と
いう点に比重が置かれ展開していったように思われる。この背景にあるの
は、幕府・松前藩双方の蝦夷地を「日本地」とみなす意識であろう。
おわりに ―「仕
しきたり
来」となったローレンス号事件―
　欧米の捕鯨産業が黄金期を迎える1840年代、蝦夷地に漂着した異国人の
長崎護送が始まった。そのきっかけとなったローレンス号事件に際して、
幕府が基本方針としたのは「日本地を見せない」ということであった。こ
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の基本方針に何とか抵触しないよう、松前藩内で護送の段取りが整えられ、
「日本地を見せない」ということは「蝦夷地で陸通をさせない」ことと解
釈された。
　そして、この時の対応が「仕来」となったことが、松前藩江戸屋敷留守
居の田崎与兵衛から津軽藩留守居宛ての御用状（年代不明５月22日付）で
確認できる55。このなかで、長崎護送は度々起きているが、ローレンス号
事件があった弘化３年以後は「午年之振」（弘化３年の例）にならい、「仕
来」通りに取り計っていることを伝えている。
　しかし、蝦夷地からの長崎護送は安政元年（1854）に締結された日米和
親条約により終わりを迎える。条約によって開港された箱館が漂着民送還
の起点となったのである。よって、その運用期間は10年にも満たないもの
であったが、いわゆる「鎖国」体制下の末期に蝦夷地を含めた長崎護送体
制が完成したとも言えるだろう。箱館を起点とした新たな送還体制につい
ては、今後の課題としたい。
注
 1 対外関係が安定した17世紀末には、日本に恒常的に来航する異国は、
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27 木崎良平『光太夫とラクスマン』（刀水書房、1992年）、141～147頁
28 松平定信「魯西亜人取扱手留」（山下恒夫編『大黒屋光太夫史料集』
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37 前掲注17・『通航一覧続輯』第四、274頁
38 同前・『通航一覧続輯』第四、274～75頁
39 「湯浅此治日記」（松前町史編集室編『松前町史』史料編第二巻、松前
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近代編、思文閣出版、1995年）、173頁
42 水本邦彦『徳川社会論の視座』（敬文舎、2013年）、125～128頁
43 前掲注８・松島志津子「萩藩における「長崎護送」をめぐって」、257
頁
44 「異国船長崎江差送御用廉書」（函館市中央図書館所蔵・K 240ｲｺ
4001）
45 「盧淅叢書」の由来は不明な点も多いが、函館市中央図書館が所蔵す
る「深瀬盧淅」が著した「酔後漫筆」（K950フカ4001）には「祖父洋春」
と記されている。よって、「盧淅」は深瀬洋春の孫であり、函館師範学
校教員であった深瀬春一とみて良さそうである。
46 松前藩庁の箇条書きに対して、江戸藩邸の田崎与兵衛が「下札」をす
る形式である。
47 第５条に「長崎表着岸之上、御奉行所江御使者其外湊々江万一澗懸等
之節、御領主役場江御案内御使者之儀其元幷松井茂兵衛両人ニ而相勤候
様被　仰付候」とあり、伺書を出した新井田嘉藤太に対する指示である
ことがわかる。
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48 松前藩の帆印は白地に三引黒、旗は赤地に白紋、幕は紫地に白紋であっ
た（松前町史編集室編『松前町史』通説編第一巻下、松前町、1988年、
434頁）。
49 拙稿「松前藩の復領」（厚岸町史編集委員会編『新厚岸町史』通史編
第一巻、厚岸町、2012年）、672～73頁
50 前掲注17・『通航一覧続輯』第四、284頁
51 前掲注15・河元由美子「米国捕鯨船員択捉島上陸一件―ローレンス号
事件の記録をめぐって―」、84頁
52 平尾信子『黒船前夜の出会い』（日本放送出版協会、1994年）、149～
151頁
53 ウィリアム・ルイス、村上直次郎編、富田虎男訳訂『マクドナルド「日
本回想記」』（刀水書房、1979年） 
54 同前・『マクドナルド「日本回想記」』、121～ 126頁
55 「弘化三午年蝦夷地ヱトロフ嶋之内江異国人漂着長崎表江護送一件」
（弘前市立図書館所蔵・八木橋文庫YK727）。以下に、御用状の全文を
掲げる。
　松前聞役ゟ紙面之写
扨其節奉蒙御沙汰候漂着之異人、長崎表江護送最初ゟ之手続別帳壱、奉
入貴覧候、御留置可被成下候、尤長崎表ニ而着、且御引取済迄之手続在
処表ゟ出役仕留相見得不申候得共、着御届之上、翌地役之仁ゟ達之上、
御役所江差出候由ニ御座候、且御請取済之上、御奉行様小役之仁迄、夫々
取扱御座候得共、右様御承引可被成下候、右護送度々御座候得共、午年（弘
化三年―引用者注）者初而之義、伺之廉も多分ニ御座候間、右之分書抜
奉差上候、其後者午年之振ヲ以相伺、此度抔者仕来之通取斗、別段不奉
伺候様申上置候書面取出申候、此段も御承引可被成下候、猶々不審之御
廉も被為在候ハヽ、無御遠慮奉蒙仰度度奉存候、彼是延引相成、御仁免
可被成下候、以上、
　五月廿二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田崎与兵衛
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　　小川様
【補注】「異国船長崎江差送御用廉書」（函館市中央図書館所蔵・K 240ｲｺ
4001）のうち、新井田嘉藤太に下された廉書（本文では廉書②と
表記。便宜的に条文に番号を付した）。
 1一、異国人共長崎江送越候ニ付、乗船之義御用達柏屋喜兵衛手船素間尺
千三拾石余積、正利丸御雇船ニ被　仰付候ニ付、帆印其外万端御手船之
通、御船印織幷鳥毛船道具餝付御幕者御紋付相用申候、尤船往来者御手
船之振合ニ而書替相渡御用中船頭者名字帯刀可被申付候、猶異国人護送
ニ付、銘々連印之添往来別紙之通相渡申候、
 2一、長州下之関より長崎迠道先之ものハ多分当地ニおゐて御雇入ニも可
相成哉、若無之節者下之関ニ而御手限御雇入可申候、
 3一、水主共船看板之義、是迄御添船看板同様ニ可被申付候、
 4一、日和見之儀、船頭相兼候様可被申付候、
 5一、乗船場之儀、子モロ領ハナサキ幷ユルリ之内より乗船ニ被　仰付候
得者、コヨマイ瀬戸難場も無之、御安堵之儀ニ付正月中廉書ニ而蔵人殿
江申談候処、同人出府前旧臘廿四日御書取を以最前之場所江其侭差置、
渡海相成候時節ニ至候ハヽ、一日も早く海上長崎迠送越候様、御差図相
済候ニ付、表立御伺直も難被成、依之御内々伊勢守様江相伺候処、大船
場迠搔送船ニ而御送被成候而も宜敷趣被仰聞候段、此度申越候ニ付、右
両所之内江大船差廻しヱトロフより右場所迠者例年之搔送船ニ而渡海為
致度候得共、今以アツケシ・クスリニ而疱瘡流行いたし、蝦夷人数多
死亡も有之趣ニ付、ハナサキ幷ユルリ者アツケシ隣場之義ニも候得者、
万一異国人とも江煩付候様之儀有之候而者、此上御手数ニ相成心配いた
し候間、ヱトロフよりクナシリ迠、異国人共
廿？
七人、小傳治・常右衛門始
警固いたし、搔送船両艘ニ而渡海可致旨、被仰付候、尤右搔送り船両艘
江者警固御人数不残乗組候様不相成、殊ニ異国人漂着之節、乗来候船者
長サ四間余、巾五尺余ニ而、迚も搔送り船江積入候儀不相成趣ニ付、迎
－ 217－
船天神丸直様ヱトロフ迠差遣、警固御人数足軽共之内見計、其外小傳治・
常右衛門家来共之内半者天神丸江為乗組、且異国人共乗来候船も積入、
クナシリ会所元江相廻り、滞船為致、異国人ともヱトロフより搔送船ニ
而クナシリ会所元江着之上、直様一同天神丸江乗組為致候様被　仰付候、
尤右ニ而者コヨマイ瀬戸相掛り候得共、クナシリニ而能々風順見定、瀬
戸内乗通候様為致、右之趣、ヱトロフ新井田新兵衛・工藤小傳治、クナ
シリ飛内仁太夫江刻付を以相達申候、
 6一、長崎表着岸之上、御奉行所江御使者其外湊々江万一澗懸等之節、御
領主役場江御案内御使者之儀其元幷松井茂兵衛両人ニ而相勤候様被　仰
付候、
 7一、仙台様・南部様・津軽様・八ノ戸様江異国人長崎江差送方ニ付、御
案内之書状別紙之通、此度飛脚差立申候、依之其外海岸御領主元江者、
於江戸表ニ御案内申候様被　仰付候、
 8一、長州下之関江澗留り致し候ハヽ、江戸表勤番月役共江御用状差立可
被申候、
 9一、長崎入津之上、異国人共御奉行所江御引渡相済候ハヽ、江戸表江之
御用状御奉行所御用人中江相頼差立可被申候、
10一、船中警衛御武器之儀、五匁御筒拾挺持参可致、猶徒士目付両人足軽
小頭始拾六人江具足相渡可申候、
11一、異国人共長崎表江着之上、御引渡相済候ハヽ、物頭目付侍両人医師
壱人徒士目付両人足軽両三人者陸通江戸表江罷下可申、其余足軽小頭始
一同船ニ而当地江罷下候様被　仰付候、
　　但、物頭目付医師江者、駕篭被下候間、相用可被申候、
12一、警固足軽小頭茶絹角字羽織、外足軽黒絹御印付羽織着用可為致、尤
用意として袖なし御印付法被相渡可申候、
13一、クナシリより御手船天神丸江異国人幷警固御人数乗組、箱館澗中懸
り之所ニ而其元始御人数小傳治より異国人共請取交代直様正利丸江乗
替、風順次第長崎迠出帆可致旨被　仰出候、依之天神丸江足軽小頭壱人
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外足軽三人上乗為致、船支度相調次第当地出帆、引続正利丸四月上旬迠
ニ当地出帆箱館江滞船扣居可被申候、
14一、異国人共若病気之節者、願之有無ニ不拘、服薬為致候様、猶万一病
死致し候ハヽ塩詰ニいたし、長崎表江着之上、御奉行所江御届申上、御
差図次第相心得候様被　仰付候、
15一、海上浪高ニ而難凌節、何国之浦方ニ而も上陸為致候段者無余義次第
ニ候得共、異国人共宗門之程も難計候間、其所役人共江も申聞、猥之儀
無之様致、且漂着之節、乗来候船者外雑物一同長崎表江相廻し、御奉行
所之差図を得、取計可申旨、最前　公辺より御書取を以、被　仰出候、
随而異国人共乗来候船者、外雑物一同乗船江積入可被申候、
16一、異国人共漂着後、長々ニ相成、着類等着古、御手当被成下候儀も有
之候ハヽ、木綿之類ニ而差遣、長崎着之上、御奉行所江其段御届可被申候、
17一、何れ之湊ニ而も風筋ニ寄、澗留滞船等致候節者、其時宜ニ寄、江戸
表江飛脚差立可被申候、
18一、警固物頭長崎御用滞留中旅宿江自分幕張可致候、尤、異国人御引渡
前ニ候ハヽ御紋付幕張いたし不苦候、
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